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近赤外線スペクトロスコピィを用いた覚醒剤精神病と統合失調症の鑑別

論文内容の要旨

覚醒剤精神病は methamphetamine の乱用によって、以前に精神症状をきたして

いなかった人においても、幻覚や妄想といった症状が 10 から 60% に生じること

が知られている。統合失調症も幻覚や妄想で特徴付けられ、さらに覚醒剤精神病

と酷似したドパミンシステムの異常が関わっていると考えられている。また、幻

覚や妄想といった陽性症状だけではなく、感情の平板化などの陰性症状や作業記

憶などの認知機能障害も両疾患で認め、明らかな差異はないと考えらえている。

このことから、臨床症状や薬理学的特徴において、両疾患は類似しており、現在

の国際的な診断基準である OSM-5 や 1CO-10 などは症候学に基づいて診断される

ため、両疾患を適切に鑑別することは困難な場合もあるといわれている。しかし、

現在までに臨床症状が類似した両疾患における類似点および相違点に関する生物

学的研究はほとんどない。本研究では、覚醒剤精神病の前頭前野における血液動

態反応は統合失調症と比較して、低下していないという仮説のもと、近赤外線ス

ペクトロスコピィを用いて血液動態反応を反映する酸素化ヘモグ、ロピン変化を前

頭領域において測定し、両群で比較検討を行った。

対象は、本研究の参加に同意した平均 39.87+11.20 歳の覚醒剤精神病群 15 名

と、性別、知能指数を一致させた平均 39. 11 :t 7. 01 歳の統合失調症群 19 名であ

る。診断は OSM-5 ~こ従って行い、 Positive and Negative Syndrome Scale や The

Brief Assessment of Cognition in Schizophrenia にて症状評価を行った。そ

して言語流暢性課遂行時の前頭領域の酸素化ヘモグロビン変化を測定し、覚醒剤

精神病と統合失調症で比較検討を行った。なお，本研究は奈良県立医科大学・医

の倫理員会の承認を得ている。近赤外線スベクトロスコピイ装置は，光トポグラ

フィ ETG-4000 (目立メディコ)を用いた。

その結果、前頭領域全 24 チャネノレのうちチャネル 8、9、12 において、統合失

調症群は覚醒剤精神病群と比較して、酸素化ヘモグロビン変化の有意な低下を認

めた。またチャネル 8、9、12 は、右背外側前頭前野の機能を反映していると考

えられた。右背外側前頭前野は作業記憶と関係しており、今回、両群間で作業記

憶に有意な差は認、めなかったが、酸素化ヘモグロビン変化と作業記憶に逆相闘が

認められたため、両疾患における何らかの生物学的な違いがあることが示唆され

た。そして、近赤外線スペクトロスコピィが覚醒剤精神病と統合失調症の鑑別に

有用であり，バイオマーカーとなる可能性が示唆された。




